
南伊豆町防災マップ  南伊豆町防災マップ  

雨の強さと降り方 
１時間雨量 
（ミリ） 

予報用語 人への影響 屋内 
（木造住宅を想定） 

屋外の様子 車に乗っていて 災害発生状況 人の受ける 
イメージ 

10～20 やや強い雨 

表はこの強さの雨が１時間降り続いたと仮定した場
合の目安を示しています。この表を使用される際は、
以下の点にご注意ください。 
 
表に示した雨量が同じであっても、降り始めからの
総雨量の違いや、地形や地質等の違いによって被害
の様子は異なることがあります。この表ではある雨
量が観測された際に通常発生する現象や被害を記述
していますので、これより大きな被害が発生したり、
逆に小さな被害にとどまる場合もあります。 
 
「強い雨」や「激しい雨」以上の雨が降ると予想さ
れる時は、大雨注意報や大雨警報を発表して注意や
警戒を呼びかけます。なお、注意報や警報の基準は
地域によって異なります。 
 
猛烈な雨を観測した場合、「記録的短時間大雨情報」
が発表されることがあります。なお、情報の基準は
地域によって異なります。 
 
この表は主に近年発生した被害の事例から作成した
ものです。今後新しい事例が得られたり、表現など
実状と合わなくなった場合には内容を変更すること
があります。 

注1

注2

注3

ザーザーと降る 
地面からの跳ね返
りで足元がぬれる 

雨の音で話し声が良く
聞き取れない 

地面一面に水た
まりができる 

道路が川のよう
になる 

この程度の雨でも長く続く時は注意が
必要 

20～30 強い雨 どしゃ降り 傘をさしていても
ぬれる 

傘は全く役に立た
なくなる 

寝ている人の半数くら
いが雨に気がつく 

ワイパーを速くして
も見づらい 

側溝や下水、小さな川があふれ、小規
模の崖崩れが始まる。 

30～50 激しい雨 
バケツをひっくり
返したように降る 

高速走行時、車輪と
路面の間に水膜が生
じブレーキが効かな
くなる（ハイドロプ
レーニング現象） 

山崩れ・崖崩れが起きやすくなり危険
地帯では避難の準備が必要。都市では
下水管から雨水があふれる。 

水しぶきであた
り一面が白っぽ
くなり、視界が
悪くなる 

50～80 非常に激しい雨 

滝のように降る 
（ゴーゴーと降り
続く） 

車の運転は危険 都市部では地下室や地下街に雨水が流
れ込む場合がある。マンホールから水
が噴出する。土石流が起こりやすい。
多くの災害が発生する。 

80～　 猛烈な雨 
息苦しくなるよう
な圧迫感がある。
恐怖を感ずる 

雨による大規模な災害の発生するおそ
れが強く、厳重な警戒が必要 

我が家の防災メモ（記入してください） 

避難場所： 

緊急時の 
連 絡 先

： 

土砂災害110番 （土砂災害が起きそうなときや、発生したときには連絡を！） 
お問い合わせは 南伊豆町役場建設課 
静岡県下田土木事務所企画検査課 
静岡県土木部河川砂防総室砂防室 

�0558-62-6277 
�0558-24-2112 
�054-221-3041

知っておきたい防災知識　家族の安否確認に災害用伝言ダイヤル「171」を！ 

使用方法： 「171」をダイヤルし、後はガイダンスに従いメッセージを録音・再生するだけ。 
地震など防災全般にかかるお問い合わせは 

南伊豆町役場総務課　 
賀茂地域防災局　　 

�0558-62-6211 
�0558-24-2004

事前に、避難場所、連絡先の確認をしておきましょう。気象情報や、南伊豆町役場からのお知らせに注意しましょう。 
危ないと感じたら、早めの避難をしましょう。土砂災害が起きそうなときや、発生したときには、土砂災害110番まで連絡を！ 
皆さんがモニターです。 

情報の相互通報 

地域住民 
のみなさん 

南伊豆町役場 
下田土木事務所 

防災関連施設一覧  

東 海 地 震 各 種 想 定 図  

�避難場所〈広域避難地〉 

東中学校 

手石保育所 

大京観光入口広場 

南崎保育所 

南中小学校 

南崎小学校 

大瀬区広場 

 

 

賀茂郡南伊豆町湊1721 

賀茂郡南伊豆町手石319 

賀茂郡南伊豆町手石 

賀茂郡南伊豆町下流174-1 

賀茂郡南伊豆町上賀茂80 

賀茂郡南伊豆町大瀬360 

賀茂郡南伊豆町大瀬 

0558-62-0458 

0558-62-0931 

 

0558-65-0080 

0558-62-0032 

0558-65-0003 

 

 

施　設　名 

�救護所  
住　　所 電話番号 

震度階級 色　別 人　　間　 屋　内　の　状　況 

7

6強 

6弱 

5強 

推 定 震 度 分 布 図  

凡　　　　　　　例 

揺れにほんろうさ
れ､ 自分の意志で
行動できない｡ 

立っていることが
できず､ はわない
と動くことができ
ない｡ 

立っていることが
困難になる｡ 

非常に恐怖を感じ
る｡ 多くの人が行
動に支障を感じる｡ 

ほとんどの家具が大きく移動し、飛
ぶものもある。 

固定していない重い家具のほとんど
が移動、転倒する。戸が外れて飛ぶ
ことがある。 

固定していない重い家具の多くが移
動、転倒する。開かなくなるドアが
多い。 

棚にある食器類､ 書棚の本の多くが
落ちる｡ テレビが台から落ちること
がある｡ タンスなど重い家具が倒れ
ることがある｡ 変形によりドアが開
かなくなることがある｡ 一部の戸が
外れる。 

危険度 発 生 の 可 能 性  色　別 

大 液状化発生の可能性が高い 

中 液状化発生の可能性がある 

小 液状化発生の可能性が低い 

なし 液状化発生の可能性がない 

岩 盤 対象外（対象となる砂層がない） 

推 定 液 状 化 危 険 度 図  

凡　　　　　　　例 

171
ダイヤル 

ガイダンス ガイダンス ガイダンス 自宅の電話番号をダイヤル 
0558-△△-□□□□ 

録音の場合「1」 
再生の場合「2」 

録音 
再生 

非常持ち出し品等 

寝袋 

毛布 

ロープ 

手ぶくろ 

懐中電灯 
予備の電池 

下着類 

救急薬品 

ちり紙 

現金 
預金通帳 
印鑑 

マスク 

ナイフ 
缶切り 

携帯ラジオ 

ロウソク 
マッチ 

処方薬 

テント 

家族 
3日分の食料 

飲料水 

タオル 
石鹸 

缶詰 

防災頭巾 
ヘルメット 

我が家の防災対策 我が家の防災対策 避難する時は安全な服装で 
�服は長袖、長ズボンを着用 
　する（材質は燃えにくい木 
　綿製のものを）。 

�軍手（手袋）を着用する 
　（ガラスの破片などに 
　よる手のケガを防ぐ）。 

�靴は底の厚い丈夫なものをはく（ガラス 
　片などによる足のケガを防ぐ）。 

�ヘルメットや防災ずきん 
　をかぶる（頭を落下物な 
　どから保護する）。 

�非常持出品はリュッ 
　クサックに入れて背 
　負う（両手が使える 
　ようにする）。 

 

避難時の心得 
●避難勧告が出ていなくても、大雨警報が発令された
　り、周辺地域で避難勧告が出たときには、自主的に
　避難準備をしましょう。 

●避難勧告が出たときには、すみやかに避難しましょ
　う。夜間、雨の中を歩く速度は1時間で1.5�～2�
　が目安となりますが、お年寄りや子供が一緒のとき
　はさらに時間がかかります。 

●役場や消防署からの避難の呼びかけは、雨戸や風雨
　の音で聞こえにくい場合があるので、注意しましょ
　う。 

●避難の際には次のことに注意しましょう。 
　・避難は2人以上で 
　・側溝や水路に注意 
　・川沿いや山沿いの道路はできるだけ避ける 
　・避難は自動車を使わず徒歩で 

●指定された避難場所への避難が困難になってしま
　ったときには、近くの丈夫な高い建物に緊急避難し
　ましょう。 
 

石廊崎駐車場 

中木入口広場 

町営差田グラウンド 

妻良区駐車場 

南上小学校 

三浜小学校 

賀茂郡南伊豆町石廊崎 

賀茂郡南伊豆町中木 

賀茂郡南伊豆町入間 

賀茂郡南伊豆町妻良 

賀茂郡南伊豆町下小野640 

賀茂郡南伊豆町子浦1472

 

 

 

 

0558-62-0255 

0558-67-0004
 

施　設　名 住　　所 電話番号 

東中学校 

南中小学校 

町営差田グラウンド 

 

賀茂郡南伊豆町湊1721 

賀茂郡南伊豆町上賀茂80 

賀茂郡南伊豆町入間 

0558-62-0458 

0558-62-0032

 

施　設　名 住　　所 電話番号 

�救護病院  

共立湊病院 賀茂郡南伊豆町湊674 0558-62-1312

施　設　名 住　　所 電話番号 

土砂災害ってどんなもの？ 
あっという間に、大きな石や土砂がおそってくる。 
▼土石流って知っている？ 
山腹や川底の石や土砂が、長雨や集中豪雨などの大量の水といっしょになって、津波のようにおそ
ってくるものを、土石流といいます。土石流の先頭の部分は、大きな石や岩、流木などが集まって
小山のようにもり上がっています。その早さは、時速20キロメートルから40キロメートルと、自
動車なみのスピードです。なかにはゾウの数倍もある大きな岩がまじったものもあり、すさまじい
いきおいで、あっという間に家や田畑をつぶし、おし流してしまいます。 
土石流による災害は、急な谷川があるところや、谷の出口にある扇形の「扇状地」とよばれる土地
でよく起こります。また土石流は、スピードが速いために、人命にかかわる大きな災害になること
が多いのです。 

▼こんなときは注意しよう 
◎山鳴りがする 
◎急に川の流れが濁り流木が混ざっている 
◎雨が降り続いているのに川の水位が下がる 
◎腐った土の臭いがする 

▼こんなときは注意しよう 
◎がけに割れ目が見える 
◎がけから水が湧き出ている 
◎がけから小石がぱらぱらと落ちてくる 
◎がけから木の根が切れる等の音がする 

▼こんなときは注意しよう 
◎沢や井戸の水が濁る 
◎地面にひび割れができる 
◎斜面から水がふき出す 
◎家や擁壁に亀裂が入る 
◎家や擁壁、樹木や電柱が傾く 

こんな所が危険です！ 
�谷川に大きな石がごろごろあるところ。 
�裏山に急な谷川があるところ。 
�過去に谷を流れた土石流が谷の出口のところに堆積して 
　できた扇状地のところ。 

こんな所が危険です！ 
�がけにひび割れが発生しているところ。 
�がけの上部がせり出しているところ。 
�急ながけで高いところ。 
�がけから水がわき出したり、がけの表面を水が流れてい 
　るところ。 

�看板でお知らせ 
　しています。 

�看板でお知らせ 
　しています。 

�看板でお知らせ 
　しています。 

渓床勾配が1／30（2°）以上で、土石流が発生した場合、
人家などが被害を被る危険がある渓流を土石流危険渓流と
いいます。土石流による被害を防ぐために、砂防えん堤が
作られています。 

とつぜん、岩や土砂がガラガラと落ちる。 
▼がけ崩れってどんなもの？ 
がけ崩れは、斜面がとつぜん崩れ落ちる災害です。崩れた土砂は、斜面の高さの2倍くらいの距離ま
でとどくことがあります。がけ崩れは、地震や、大雨や長雨で地面に水がしみこんで起きますが、
地すべりとちがうところは、前ぶれがあまりなく、とつぜん起き、スピードが速いことなどです。
家の近くで起きると、逃げおくれる人が多く、たいせつな人命が失われたり、家がこわされたりし
ます。あぶないと感じたら、できるだけ早くひなんする心がまえが大切です。 

勾配30゜以上、高さ5ｍ以上の急傾斜地に面する人家など
が、がけ崩れの被害を被る危険があるところを急傾斜地崩
壊危険箇所といいます。この箇所のうち、法律で指定され
たものを急傾斜地崩壊危険区域といいます。 
がけ崩れによる被害を防ぐために、壁を造って土砂を受け
止める、よう壁工などのがけ崩れ対策工事が行われています。 

地面がひびわれ、家や道がズルズルと動き出す。 
▼地すべりって何？ 
地面は、硬さや性質がちがう土や石が、いくつもの層になって積み重なってできています。地
下水がねん土のような、すべりやすい層にしみこんで、そこから上の地面がそっくりすべりだ
すのが、地すべりです。 
地すべりの動きは、ふだんは１日に数ミリメートルとゆっくりですが、とつぜんスピードがま
すことがあります。広い範囲で地面がすべり、おし出された土砂や地面の移動によって、家や
道路がこわされたりします。 

空中写真の判読や被害記録の調査、現地調査によって、地
すべりの発生する恐れがあると判断された箇所を地すべり
危険箇所といいます。この箇所のうち、法律で指定された
ものを地すべり防止区域といいます。 
地すべりによる被害を防ぐために、地下から水を抜いたり、
地面が動かないように杭を打つなどの地すべり対策工事が
行われています。 

ど 　 　 し ゃ     さ  い    が  い  
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いざ いざ 
という時の 
心構え 
という時の 
心構え 

●雨に注意していますか？ 
土砂災害の多くは雨から起こります。大雨や長雨
で危険だと思ったら、早めに避難しましょう。1
時間20ミリ以上、または降り始めてから100ミ
リ以上の降雨量になったら充分な注意が必要です。 

●避難場所は決まっていますか？ 
普段から家族全員で、避難場所・避難する道順を
決めておきましょう。災害が起きた時、家族が全
員一緒にいるとは限りません。そんな時も、あら
かじめ避難場所をみんなで決めておけば安心です。 

●逃げ方を知っていますか？ 
土石流はスピードが速いため、流れを背にして逃
げたのでは追いつかれてしまいます。土砂の流れ
る方向とは、直角に逃げましょう。 

土石流対策の砂防えん堤 がけ崩れ対策のよう壁 

情 報 伝 達 の 経 路  
注意報・警報や避難勧告・避難指示等は、下図のような経路で住民のみなさんに伝達さ
れます。水害の時はデマにまどわされず、正しい情報にもとづいて行動しましょう。 

放　送　局 

消防団員・警察官・自主防災組織 

テレビ・ラジオ 広報車・同報無線・スピーカー・個別訪問 

気 象 情 報  

住 　 民 　 の 　 み 　 な 　 さ 　 ん  

南伊豆町役場 
TEL0558-62-6211 

 

避難勧告・避難指示 

想定東海地震津波の第1波予想到達時間（分） 
（第1波：東海地震発生後の±5cmの水位変動） 
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